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11
月
16
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
、
第
4
回
定

例
市
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は

元
号
改
定
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
や
放
課
後

ル
ー
ム
の
増
設
、
人
件
費
を
増
額
す
る
補
正
予

算
や
、
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条

例
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
件
費
の
増
額
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

一
般
職
員
の
給
与
改
定
と
、
そ
れ
に
便
乗
し
て
、

市
長
や
副
市
長
、
議
員
な
ど
の
期
末
手
当
を
引

き
上
げ
る
と
い
う
提
案
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

増
設
さ
れ
る
放
課
後
ル
ー
ム
で
は
、
学
校
外
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
２
階
に
、
定
員
が

36
名
の
ル
ー
ム
を
設
置
、
定
員
の
２
割
増
し
ま

で
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

ト
イ
レ
は
１
箇
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

12月議会

市
長
な
ど
議
員
の
「
期
末
手
当
値
上
げ
」

放
課
後
ル
ー
ム
は
「
そ
の
場
し
の
ぎ
」

　

ま
た
、
元
号
改
定
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

は
、
今
議
会
提
案
の
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、
約

５
千
万
円
の
費
用
を
か
け
て
行
わ
れ
る
予
定
。

西
暦
に
す
れ
ば
改
修
は
一
度
で
済
み
、
そ
の
後

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
と
し
て
は
返
済
し
な
く
て
よ
い

市
独
自
の
奨
学
金
制
度
の
条
例
提
案
や
、
「
習
志

野
演
習
場
を
米
軍
に
使
用
さ
せ
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
」
な
ど
５
本
の
意
見
書
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
31
日
、
日
本
共
産
党
は
海
老
川

上
流
地
区
に
つ
い
て
、
開
発
の
中
止
と
田
園
型

都
市
公
園
を
提
案
す
る
意
見
書
を
市
議
会
「
海

老
川
上
流
地
区
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
」

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
第
1
空
挺
団

が
実
施
す
る
降
下
訓
練
始
め

に
、
ま
た
米
軍
が
参
加
。
今
回

で
3
回
目
。
米
軍
の
習
志
野
演

習
場
の
使
用
期
間
は
、
1
月
3

日
か
ら
15
日
ま
で
の
13
日
間
。

2
0
1
7
年
は
、
15
人
で
5
日

間
の
使
用
期
間
で
し
た
が
、
昨

年
は
80
人
の
参
加
で
10
日
間
、

今
年
は

80
人
で

13
日
間
と
、

年
々
、
規
模
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
降
下
訓
練
始
め
に
先
立
ち
、

日
本
共
産
党
船
橋
市
議
団
と
し

て
、
市
長
に
米
軍
参
加
の
中
止

等
を
求
め
る
よ
う
、
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

習
志
野
基
地
降
下
訓
練
始
め

ま
た
米
軍
が
参
加
！

　

提
出
の
際
、
市
長
に
訓
練
の

詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た

か
確
認
し
ま
し
た
が
、
市
長
は
、

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
な
け

れ
ば
説
明
を
聞
く
つ
も
り
は
な

い
、
と
答
え
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
に
、
戦

争
す
る
国
づ
く
り
を
進
め
る
安

倍
政
権
。
米
軍
と
の
軍
事
協
力

強
化
は
、
国
際
社
会
か
ら
孤
立

す
る
ば
か
り
で
す
。

　

市
長
は
、
こ
う
し
た
政
権
へ

の
忖
度
で
は
な
く
、
地
方
自
治

の
侵
害
や
憲
法
擁
護
の
姿
勢
こ

そ
、
示
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

福
島
の
原
発
事
故
で
は
船
橋

に
も
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
今

も
放
射
能
測
定
を
す
れ
ば
基
準

値
内
と
は
い
え
セ
シ
ウ
ム
を
検

出
す
る
農
産
物
も
あ
り
ま
す
。

　

原
発
問
題
に
つ
い
て
議
会
で

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
市
長
は
反

問
権
（
質
問
者
に
問
い
返
す
権

利
）
を
使
い
「
セ
シ
ウ
ム
が
未

だ
に
検
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
。
具
体
的
に
品
目
、
デ
ー

タ
は
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
質

問
し
て
き
ま
し
た
。

　

放
射
能
検
査
結
果
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
情
報

を
読
み
上
げ
た
と
こ
ろ
市
長
は

「
議
会
は
中
継
さ
れ
て
い
る
の

で
、
市
民
と
か
農
業
経
営
者
に

対
し
て
影
響
が
大
き
い
の
で
、

配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
自
ら
尋
ね
て
お

き
な
が
ら
「
配
慮
し
て
」
と
は

お
か
し
な
話
で
す
。
放
射
能
検

査
の
実
態
す
ら
知
ら
な
い
市
長

の
態
度
は
市
民
や
農
業
者
に
対

し
て
失
礼
で
す
。
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海
老
川
上
流
地
区
の
メ

デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
は
、

東
葉
高
速
鉄
道
の
新
駅
を
つ

く
り
、
そ
の
周
辺
に
42
・
5

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
造
成
す
る
も
の
で
す
。

民
間
地
権
者
の
組
合
の
計
画

を
装
い
な
が
ら
、
船
橋
市
主

導
で
職
員
も
税
金
も
投
入

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
開
発

補
助
39
億
円
、
東
葉
高
速
新

駅
設
置
50
億
円
、
医
療
セ
ン

タ
ー
移
転
用
地
費
80
億
円
な

ど
、
総
額
1
7
0
億
円
も
の

莫
大
な
費
用
負
担
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
昨

年
10
月
末
、
こ
の
メ
デ
ィ
カ

ル
タ
ウ
ン
構
想
は
中
止
し
、

農
地
や
自
然
を
生
か
し
た
田
園

型
都
市
公
園
を
つ
く
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。
（
詳
し
く

は
日
本
共
産
党
市
議
団
の
Ｈ
Ｐ

ま
で
）
。
開
発
計
画
を
や
め
れ

ば
、
開
発
補
助
金
は
い
ら
な
く

な
り
ま
す
。
将
来
の
建
て
替
え

用
地
ま
で
購
入
す
る
医
療
セ
ン

タ
ー
用
地
費
も
、
今
の
医
療
セ

ン
タ
ー
の
場
所
を
活
用
す
れ
ば

２
分
の
１
以
下
に
縮
減
で
き
ま

す
。
公
園
整
備
に
は
国
の
補
助

も
あ
り
、
市
の
財
政
を
圧
迫
せ

ず
に
済
み
ま
す
。

　

船
橋
市
は
公
園
が
少
な
く
市

民
一
人
当
た
り
３
・
29
㎡
の
公

園
面
積
は
全
国
平
均
10
・
34
㎡
、

千
葉
県
平
均
６
・
77
㎡
を
大
き

く
下
回
り
ま
す
。
市
の
中
央
部

に
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
る
大

規
模
公
園
は
、
大
規
模
災
害
時

に
も
有
効
で
す
。

　

海
老
川
上
流
地
区
は
船
橋
市

自衛隊

海老川上流地区 北側から見た開発予定地域一帯

原
発
問
題　

市
長
の
失
礼
な
態
度

の
中
央
部
に
残
る
貴
重
な
農
地

や
自
然
で
あ
り
、
将
来
に
残
し

て
い
く
べ
き
で
す
。

海
老
川
上
流
地
区
は
田
園
型
都
市
公
園
に

共
産
党
が
提
案　



　

国
家
公
務
員
の
給
与
や
待
遇

の
改
善
を
政
府
に
求
め
る
人
事

院
勧
告
を
受
け
、
市
の
一
般
職

の
職
員
給
与
月
額
と
勤
勉
手
当

の
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
便
乗
し

て
市
長
・
副
市
長
等
の
特
別
職

と
議
長
・
議
員
の
期
末
手
当
を

補
正
予
算

市
長
・
議
員
の
手
当
「
お
手
盛
り
」

引
き
上
げ
る
た
め
の
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
市
長
等
特

別
職
・
議
員
等
の
期
末
手
当

引
き
上
げ
の
た
め
の
補
正
額

2
5
0
万
円
を
除
い
た
補
正
予

算
の
組
替
を
提
案
し
、
原
案
に

※１「社会保障改悪案を撤回し、充実へと転換を行うことを求める意見書」に対し、市民共生の会の委員が「中身

について一つ一つというよりはタイトルについて賛成しかねる」と反対しました。意見書の内容には賛成で、

タイトルが気に入らないので反対というのですが、結果的には社会保障改悪を認めたことになります。

※２「改憲発議をやめるよう求める意見書」では、現政権の下での改憲発議をやめるよう求める内容でしたが、「憲

法で認められた国会の権利を制限する」との理由で、立憲民主党の議員が反対しました。

【各会派の略称と人数】共産＝日本共産党（8 人）、自由＝自由市政会（10 人）、公明＝公明党（10 人）、市民＝市

民共生の会（8 人）、民主＝民主連合（4 人）、自民＝自由民主党（6 人）、研政＝研政会（3 人）、無所属＝ 1 人（議

長のため議決に加わらず）※記号の下の数字は、人数。例）○３＝賛成が３名、退２＝退席が２名など

議案・発議案・陳情等に対する各会派の態度

議案・発議案・陳情等 結
果

共
産

自
由

公
明

市
民

共
生

民
主

自
民

研
政

発
議
案

船橋市奨学資金支給条例 × ○ × × 退
３○ × × ×

社会保障改悪案を撤回し、充実へと転換を行うことを求める
意見書　※１ × ○ × × ○

１× × × ×

2019年10月の消費税増税中止を求める意見書 × ○ × × 退
４○ × × ×

地方自治と民主主義の尊重を求める意見書 × ○ × × 退
２○ × × ×

改憲発議をやめるよう求める意見書　※２ × ○ × × × × × ×

陳
情

敬老パス事業の実施に関する陳情 × ○ × × ○
３× × × ×

金杉台中学校統廃合問題に関する陳情 △ △ × △ △ △ × ×

金杉台中学校存続（学校統廃合に際しての）に関する陳情 × ○ × × 退
３○ × × ×

は
反
対
し
ま
し
た
。

　

当
事
者
で
あ
る
市
長
が
引
き

上
げ
を
提
案
し
、
当
事
者
の
議

員
が
採
決
す
る
な
ど
は
「
お
手

盛
り
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

市
長
等
特
別
職
・
議
員
等
の

報
酬
や
期
末
手
当
等
は
、
当
事

者
間
の
審
議
だ
け
で
決
め
る
の

で
は
な
く
、
第
三
者
で
あ
る
「
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
」
に
諮
問

し
答
申
を
受
け
る
べ
き
で
す
。

◯＝賛成、×＝反対、退＝退席　△＝継続審議


